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運用報告書（全体版） 

みずほ好配当 
日本株オープン 
（年１回決算型） 

第６期（決算日 2019年４月８日） 
 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2013年12月13日から2024年４月５日まで 

運 用 方 針 

主として日本の株式に投資し、中長期的に着実な

信託財産の成長を目指すファンドです。 

①配当利回りに着目します。 

②相対的に割安と評価される銘柄に投資します。 

③年１回決算を行い、収益分配方針に基づき収益

の分配を行います。 

主 要 投 資 

対 象 

み ず ほ 好 配 当 

日本株オープン 

（年１回決算型） 

損保ジャパン好配当日本株マ

ザーファンド受益証券 

損保ジャパン 

好配当日本株 

マザーファンド 

わが国の株式 

主 な 

組 入 制 限 

み ず ほ 好 配 当 

日本株オープン 

（年１回決算型） 

株式への実質投資割合には制

限を設けません。 

同一銘柄の株式への実質投資

割合は、信託財産の純資産総額

の10％以内とします。 

損保ジャパン 

好配当日本株 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を

設けません。 

同一銘柄の株式への投資割合

は、信託財産の純資産総額の

10％以内とします。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配

を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含

めた利子、配当収入と売買益（評価損益を含み

ます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市

場動向等を勘案して決定します。ただし、必ず

分配を行うものではありません。 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「みずほ好配当日本株オープン（年１回決算

型）」は、このたび第６期の決算を行いましたので、運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ(東証株価指数) 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

２期(2015年４月８日) 13,236 0 35.5 1,588.47 35.2 96.5 － 717 

３期(2016年４月８日) 11,226 0 △15.2 1,287.69 △18.9 96.7 － 1,268 

４期(2017年４月10日) 14,138 0 25.9 1,499.65 16.5 95.9 － 967 

５期(2018年４月９日) 15,999 0 13.2 1,725.88 15.1 94.4 － 961 

６期(2019年４月８日) 15,175 0 △ 5.2 1,620.14 △ 6.1 96.0 － 886 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３） 株式組入比率および株式先物比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ(東証株価指数) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年４月９日 15,999 － 1,725.88 － 94.4 － 

４月末 16,569 3.6 1,777.23 3.0 98.3 － 

５月末 15,872 △ 0.8 1,747.45 1.2 97.0 － 

６月末 15,786 △ 1.3 1,730.89 0.3 96.7 － 

７月末 16,159 1.0 1,753.29 1.6 98.0 － 

８月末 16,009 0.1 1,735.35 0.5 99.1 － 

９月末 16,942 5.9 1,817.25 5.3 97.5 － 

10月末 15,661 △ 2.1 1,646.12 △ 4.6 96.8 － 

11月末 15,441 △ 3.5 1,667.45 △ 3.4 98.1 － 

12月末 14,009 △12.4 1,494.09 △13.4 98.2 － 

2019年１月末 14,850 △ 7.2 1,567.49 △ 9.2 98.6 － 

２月末 15,072 △ 5.8 1,607.66 △ 6.8 97.7 － 

３月末 14,771 △ 7.7 1,591.64 △ 7.8 95.4 － 

(期  末)       

2019年４月８日 15,175 △ 5.2 1,620.14 △ 6.1 96.0 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注２） 株式組入比率および株式先物比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注３） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

第５期末
2018.4.9

第６期末
2019.4.8

純資産総額（右軸）
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分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計０円

第６期首 第６期末騰落率

△5.2％ 15,175円15,999円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額および参考指数（TOPIX（東証株価指数））の推移は、2018年４月９日の基準価額をもとに委託
会社にて指数化したものを使用しております。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

● 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

1 みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 
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推
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運用経過

みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型）
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基準価額の主な変動要因

みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型）

高位に組み入れていたマザーファンドの基準価額が下落したため、当ファンドの基準価額も下落し
ました。

損保ジャパン好配当日本株マザーファンド

期中の騰落率は－4.1％となりました。
当期間中の国内株式市場が下落する中、日立化成、三菱重工業、沢井製薬などの保有がプラス
要因となりましたが、野村ホールディングス、デンソー、三菱UFJフィナンシャル・グループなどの保
有がマイナス要因となったことで、ファンドの期中騰落率はマイナスとなりました。

● 本報告書では、ベビーファンドとマザーファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド

2みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 

基
準
価
額
の
主
な
変
動
要
因

投資環境  

TOPIXは－6.1％の下落となりました。
期初は、一部企業での好決算や自社株買いの発表から上昇しましたが、中国株および新興国通貨

の下落を背景に軟調に推移しました。その後、力強い米国経済、安倍首相の三選などを好感して戻
り高値を更新しましたが、米長期金利の上昇を受けた世界経済の先行き懸念から急落しました。
2018年末にかけては、円安や米国の中間選挙の結果を支えに横ばいで推移した後、米国の追加利
上げから景気減速懸念が再び強まり、再度、急落しました。2019年年明けにはFRB（米連邦準備
理事会）の金融政策の運営姿勢の柔軟化、中国の景気刺激策の公表、米中通商交渉進展への期待
から反騰局面となりましたが、米欧の中央銀行が市場予想を上回る緩和姿勢を示したことで米国の
金利が急低下し、景気後退が連想されたことから株価の上値は重くなりました。

みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型）
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（期首） （期末）

（出所：Bloomberg）
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当該投資信託のポートフォリオ

期を通して損保ジャパン好配当日本株マザーファンドの組入比率を高位に維持しました。期末の組
入比率（対純資産総額比）は、98.9％です。

損保ジャパン好配当日本株マザーファンド

期を通して株式の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、97.0％です。
期末時点での業種別構成比率はグラフのとおりです。
当期間中に独自の調査分析に基づく割安度にしたがって銘柄入れ替えを行いました。
主な購入（ウェイトアップ）銘柄は、野村ホールディングス、NOK、青山商事などです。主な売却

（ウェイトダウン）銘柄は、トヨタ自動車、ソニーフィナンシャルホールディングス、みずほフィナン
シャルグループなどです。 当

みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型）
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その他 21.6％ 輸送用機器 18.5％

証券、商品先物取引業 6.2％

その他金融業 5.3％

非鉄金属 5.3％

鉄鋼 5.1％

保険業 4.3％

小売業 6.8％

電気機器 6.8％

情報・通信業 7.7％

銀行業 12.4％

業種別
構成比率

注１．比率は、第６期末における国内株式の評価総額に対する各業種の評価額の割合。

注２．端数処理の関係上、構成比合計が100％とならない場合があります。

該
投
資
信
託
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

当該投資信託のベンチマークとの差異

当ファンドは運用の目標となるベンチマーク
を設けておりません。
なお、当作成期における参考指数との対比

では、参考指数（TOPIX）の騰落率（－6.1％）
を1.0％上回りました。

（％）

-10.0

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

第６期
2018.4.10～2019.4.8

基準価額と参考指数の対比（期別騰落率）
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参考指数

当
該
投
資
信
託

みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型）
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分配金

収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、分配を行いませんでした。なお、収益分配
に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本
部分と同一の運用を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目
第６期

2018.4.10～2019.4.8

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 5,174

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

中長期的な観点から、複利効果による資産の成長を目指すために分配を抑えるファンド
です。

8みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 
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今後の運用方針

みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型）

今後も、マザーファンド受益証券の組入れ水準を高位に維持することで、中長期的な信託財産の
成長を目指します。

損保ジャパン好配当日本株マザーファンド

当ファンドは、主に予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄の中から、当社独自の分析に基づく
割安度の高い銘柄を中心にポートフォリオを構築しています。今後も従来からの運用方針を堅持し、
中長期的に着実な信託財産の成長を図ることを目的に、積極的な運用を行います。

9 みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 
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１万口当たりの費用明細

期中の１万口当たりの費用の割合は 1.275％ です。

項目
第６期

2018.4.10～2019.4.8 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 185円 1.185％
（a） 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×期中の日数年間の日数

期中の平均基準価額は15,595円です。

（投信会社） （ 84） （0.539） ファンドの運用の対価

（販売会社） （ 84） （0.539） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （ 17） （0.108） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）売買委託手数料 13 0.086
（b） 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料期中の平均受益権口数

有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式） （ 13） （0.086）

（c）その他費用 1 0.004 （c） その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

（監査費用） （  1） （0.003） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （  0） （0.001） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 199 1.275

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザー
ファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

3 みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 
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みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2018年４月10日～2019年４月８日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
損保ジャパン好配当日本株マザーファンド 37,107 89,630 52,887 130,060 

 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 金額は受渡代金。 

 

○株式売買比率 (2018年４月10日～2019年４月８日) 

 

項 目 
当 期 

損保ジャパン好配当日本株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 28,050,432千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 30,280,525千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.92   
 

（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年４月10日～2019年４月８日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年４月８日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

損保ジャパン好配当日本株マザーファンド 387,214 371,435 876,326 
 

（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 当ファンドは、当期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはありません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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みずほ好配当日本株オープン（年１回決算型） 

○投資信託財産の構成 (2019年４月８日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

損保ジャパン好配当日本株マザーファンド 876,326 98.3 

コール・ローン等、その他 15,387 1.7 

投資信託財産総額 891,713 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年４月８日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 891,713,145   

 コール・ローン等 15,386,316   

 損保ジャパン好配当日本株マザーファンド(評価額) 876,326,829   

(B) 負債 5,486,938   

 未払解約金 357,980   

 未払信託報酬 5,114,599   

 未払利息 42   

 その他未払費用 14,317   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 886,226,207   

 元本 584,014,324   

 次期繰越損益金 302,211,883   

(D) 受益権総口数 584,014,324口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,175円 

 
（注１） 信託財産に係る期首元本額600,798,721円、期中追加設定元

本額97,407,342円、期中一部解約元本額114,191,739円 
（注２） 期末における１口当たりの純資産総額 1.5175円 
 

○損益の状況 (2018年４月10日～2019年４月８日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      8,868   

 受取利息 278   

 支払利息 △      9,146   

(B) 有価証券売買損益 △ 32,985,326   

 売買益 6,509,254   

 売買損 △ 39,494,580   

(C) 信託報酬等 △ 10,960,785   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 43,954,979   

(E) 前期繰越損益金 105,678,555   

(F) 追加信託差損益金 240,488,307   

 (配当等相当額) (  173,639,734)  

 (売買損益相当額) (   66,848,573)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 302,211,883   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 302,211,883   

 追加信託差損益金 240,488,307   

 (配当等相当額) (  173,846,294)  

 (売買損益相当額) (   66,642,013)  

 分配準備積立金 124,956,688   

 繰越損益金 △ 63,233,112   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。
（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

（注４）分配金の計算過程（2018年４月10日～2019年４月８日）は以下の通りです。 

項 目 
2018年４月10日～ 
2019年４月８日 

a. 配当等収益(費用控除後) 19,278,133円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 177,255,195円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 105,678,555円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 302,211,883円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,174円 

g. 分配金 0円 
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